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1．ま　え　が　き

　われわれは北松型地すべりの発生機構およぴ予

知に関する総合研究の一環として，鷲尾岳地すべ

り地の基岩のP波速度を測定した．ボーリングコ
アによる測定結果はすでに報告したP　今回1971

年6月に行なった野外測定の結果およぴ既往の調

査資料と比較検討した結果につき毅告する．

2．測　定　方　法

1）　測　定　点

　測定点は鷲尾岳地すべり地の基岩の露出する地

表8地点で，玄武岩3カ所（このうち2か所は薯

しく風化している），　頁岩1か所，砂岩5か所で

ある．ただし頁岩の1か所は地すべり区域内に適

当な地点がないため，本区域西方約0．5㎞の北原

で測定した．測定点を図一1に示した．

　各測定点では，距離測定の誤差を少くするため

少くとも6～7mの測線がとれる平たんな場所を

選定した．

2）　測定装置
　換振器はHs■14Hz（Geo　Space；Hal1＿S鮒s

製，固有周波数：14Hz），増幅器はVz－g07，

Vz－908　（周波数特性：DC～10KHzフラッ

ト，0～100db　可変（10db単位），桑野電機製），

刻時は水晶時計（9C－952FT，SEIK0製、100

Hz，　短形波），　記録はデータレコーダ（R70，

TEAC製，周波数特性0．1Hz～625Hz，FM記
録）によリ磁気テープに記録させた．

　弾性波は岩石ハンマの打撃により発生させた．

測線長は1～7m，測点は1m間隔で行なった．

換振器は油粘土で岩盤に固定した．

　現場におけるデータ入力の確認はデータレコー

ダ付属のメータおよぴ自家製のモニタ用メータに

ょり行なった．

　現地で観測したデータは実験室に持ち帰り，速

度変換比1：20（データレコーダR－410による），

ペン書きレコーダの紙送り速度100m／secとして
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図一1　　！～8　P波速度測定点・A－Line～D－Lineは弾性波探査の測線
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（ペン書き記録紙上で2000㎜／secとなる）読取り，

解析した．この方法では現場においてただちに速

度を求めることはできないが，磁気テープに保存

されているデータを弾性波の速度に応じ記録紙送

り速度，振幅を適当に調節することによって好条

件で解析することができる．

3．測定結果
　P波速度（以下yク）は・測線上測点が2か所以

上のものについては走時曲線より求めた．しかし，

測線長が1mしかとれなかった場合（測定点5）

には一応見掛け上の㌦　となる・

　測定結果は表一1のとおりである。なお比較検

討のため前回報告したテストピースによるP波速

度その他2～3の資料を示した，

4．考　　　　　察

1）砂岩の測定点は1・2・3・4・6で・帖
はおおむね1，450～2，000m／sec　であるが，4

の地点では一見新鮮にみえるが，850m／secで，

測定された砂岩のデータのなかでは最も遅く，ク

表一1　地表におけるP波速度（㌦）の測定値

1．第三紀 ㌦：1560 この地点は，地すべり地域外
砂岩 m／SeC で一応不動地とみなされてい

る．

z第三紀 ㌦：1550 松浦線の切通し内の地点で，
砂岩 m／SeC 板状節理が発達している．

3・第三紀 ㌦：2000 新鮮と思われる岩盤．
砂岩 m／SeC
4第三紀 ㌦：850 クラックが非常に発達してい

砂岩 m／SeC る（写真一1）．

5玄武岩 ㌦：53 風化がすすみ，赤褐色を呈し
m／SeC 粘土化して含水量が大と思わ

れる．玄武岩岩脈の地表露出

部分

6。第三紀
y
　
：
1
4
5
0
声 ところどころにクラックがみ

砂岩 m／SeC られる．

7・玄武岩 ㌦：150 風化がすすみ，赤褐色を呈し

m／SeC 粘土化している．玄武岩岩脈

の地表部分．

＆玄武岩 写H・堆Z： 崩落崖の中間で，辺長数10

630m／sec ㎝の直方体にブロック化して
いる．上下，水平方向とも測

定．タマネギ状に風化（写真
一2）．

9、粘土質 ㌦：900 粘土分が多少目立ち，板状に

頁岩 m／SeC はぐことができる．

ラックの発達などがγρを遅くしていると推定で

きる．

　表一2で長崎県県北開発振興局の測定結果（昭

和42年5月一6月，三扇コンサルタントK．K　が

実施した弾性波探査，図一1に測線を示した。）を

示したが，測線部分は砂岩であり，浅い部分の写

が，今回の測定値とよく一致している．

2）テストピースによる室内試験との比較

　一般的に，ポーリングコアによる試験では，速
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、4）
度は野外における測定値より2割程度大になるが，

今回の測定値では．その割合が著しく異なる．

　テストピースが試験井の位置に堀削したボーリ

ングコァから採取したもので，いちがいに比較で

きないが，速度のひらきが大きいことから，地表

の岩盤はテストピース採取位置のそれと比較して

風化の程度が薯しく大であったと考えられる．

3）物理探査資料による速度との比較

　今回測定したy声は・目本物理探鉱K・Kの「物

理探査資料」（表一4，図一2）に示されている

同種の岩石の㌦と比較してもかなり遅い値を示
している．このことは，上記2）の結果とも考えあ

わせ、当地すべり地の地表の岩石は薯しく嵐花永

手手んそじ・るか，あるいはその両方であるものと

推定できる

表＿2　テスト．ピースによるP波速度1）（第1

報に報告したものただし自然乾燥時）

砂岩

頁岩

玄武岩

縞状頁岩

2490m／sec川2660m／sec

2320m／sec川2580m／sec

4570m／sec川4580m／sec（鷲尾トン

ネル内の岩脈）

2760m／sec～2990m／sec

表一3　長崎県県北開発振興局の調査によるP波
　　　速度3）（図一2参照）

玄武岩

砂岩

浅い部分0．6㎞／sec，10数m以深は1，0－

1．7㎞／sec

浅い部分O．6㎞■sec，10数m以深は1・3～

1，5㎞／sec

表＿4　物理探査資料によるP波速度2）（図一3

　　　参照）

砂岩

粘土質頁岩

玄武岩

1900m／sec～4000m／sec

1500m／sec～2500m／sec

3500m／sec～5500m／sec
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写真一1 測定点4の砂岩・
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写真一2 測定点8の玄武岩
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鷲尾岳地すべり地の岩石のP波速度一熊谷・大石

　7地点の風化玄武岩は赤褐色を呈し，一見粘土

状であり，㌦も150m／sec，5の地点では53m／

secと異状に遅い値を示した．7の地点の150m／

SeCは，この程度の風化物では通常の値といえよ

うが，5の地点の53m／secはあまりに遅い速度
　　　　　　　　　　＊である．含水率の測定　も行なっておらず，また

岩脈という条件から測線長も1mしかとれなかっ

たので，確定的なことはいえないが，この玄武岩

岩脈はテストピースによる試験では弾性波速度が

深さ60mの位置では㌦＝4・6㎞／secで新鮮であ

るが・地表では薯しく風化している（㌦≒150m／

SeC）　といえるざ

　測線長数100m以上をとる従来の弾性波探査は

広域の検層に適応したものであり，一方・試錐孔

による検層やテストピースによる弾性波試験はい

わぱ線的，点的であるといえる．今回われわれが

実施した方法は，両者の中間的な部分をいいかえ

れぱ小ブロックの探査をねらったものであり，一

応適応性の見通しをもつことができた．今後さら

に，地すべり地内の排水墜道，集水井等で測定し，

検討する予定である．
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・含水率が大であれば，ある程度までは速度が遅くなるが，含水率が限界を越えると斐た速くなるのが通常の傾向である．
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